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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

ハードバウム
グランプリ

バウムクーヘンのハードタイプというのが⾯⽩い

お客様とのふれあいを⼤切にしていて好感が持てる

ストレートなネーミングが分かりやすくて良い
岡⼭県の平飼い卵と北海道よつ葉バターのこだわりある原料
特別感が嬉しく、ギフトに最適な商品である

特にないが、強いて挙げると、ちょっとぽろぽろ崩れやすい
アーモンドプードルの⾵味が強く違和感がある⼈もいるかも
ネーミングがシンプルなのでサブタイトルを出してもよいかも

もう少しホロホロと崩れる感じの⾷感が欲しい

SNSをもっと活⽤しアピールされることを望む
園だからこそ購⼊したいという理由付けができない
農薬検査をしていない所が惜しく、取り組みがあればなお良い

しっとりもっちり、バターの⾵味が豊かで美味しい

ブランディング戦略がしっかりされている

第87回（2025年5⽉）

4.3%

点数分布として、銅賞相当6％、 銀賞相当13％、⾦賞相当が
19％、グランプリ相当が62％を占めた結果、総合評価90％で【グ
ランプリ】となりました。グランプリ相当に得点が寄った理由と
して、⽼若男⼥問わず好感が持てる親しみ深い味や⾹りのクオリ
ティが⾼く多くの⼈の共感を得たことが挙げられます。

⼀⽅、銅賞や銀賞相当の範囲にも少なからず点数が⼊りました
が、商品に対しての情報発信の弱さやパッケージの弱さで商品の
こだわりやコンセプトが伝わり切れなかったのが要因だと考えま
す。

5.8%

5.8%

1.4%

2.9%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

本体はたまご⾊、中の層は焦げ茶
⾊、表⾯に⼀部⽩い粉吹き

⽣地が何層と重なり透明感は感じ
ない

濃い⽬のたまご⾊と明るめの焦げ
茶⾊

不⽂律な円形

14〜16㎝幅で⾼さは4㎝程

円柱を４㎝幅で切り取った形

⽥舎の素朴だけどもおいしい焼き
菓⼦を出すお店の匂い

⼤きく広がり奥⾏きがある匂い

焼き⽬の⾹ばしさとバターの⾹り
と砂糖と卵の⽢い⾹りのハーモ
ニー
素材の調和が⽣み出す柔らかな⾹
り

⼼がウキウキとし絶対美味しいと
確信する程の焼き菓⼦の⾹り

⾒た⽬は全体的にやや濃いめのたまご⾊で中が⾹ばしそうな焦げ茶⾊の層が何層も重なっています。
バウムクーヘンの⽣地の焼き⾊は使⽤している⽟⼦が影響しているそうで、良質の⽟⼦を⽣地にふんだん
に使⽤していることが⾒た⽬から想像できます。
⼤きさは直径14〜16㎝幅で⾼さは4㎝程、⼤きくもなく⼩さくもない、持ち帰るのにもちょうどよい⼤き
さでファミリーや贈答品でという商品コンセプトにちょうど良い⼤きさだと感じます。ハードタイプとい
うことで重さを感じますが、⼼地よい重さで何層にも重なった⽣地の厚みを重さでも感じることが出来ま
す。
匂いは⾹ばしく焼かれた⼩⻨の⾹りにバターの⾹りと卵や砂糖などが醸し出す優しい⽢い匂いが⿐腔を

くすぐります。素朴でありながらも製造に対しての誠実さを感じさせる⽣地の匂いは⾷する前から「これ
は絶対に美味しいに違いない」という期待感を⾼ぶらせ、わくわくとした気持ちにさせてくれます。

⾹ばしく、⽢い⾹り
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

⼩⻨の⾵味から来る微かな酸味

焼き⽬の⾹ばしさからくる優しい
苦み
⼩⻨とバター、砂糖等から⽣まれ
る後を引く旨味
⼝の中に広がり後⼝に余韻を残す
優しさを感じる⽢み

あまり感じない。

アーモンドの⾹ばしさとバターの
⾵味とややビターな⽢さの調和

アーモンドが⾹ばしい⽣地とバ
ターと⽢みの匂いがあふれる

常温だけど温かみを感じる

通常のバウムクーヘンよりしっか
り固め

さっくりとして乾いている

咀嚼するとともちもち感を感じる
粘性

⼿に若⼲粉砂糖が付く

さっくりとした⾷感がワクワクと
した気持ちを引き出す

サクサク むぎゅむぎゅ

⾷べようと⼝元に⼀切れ持っていくと、キャラメルのような⽢い匂いと⽣地の⾹ばしい匂いが⿐をくす
ぐります。⾹ばしさは⽣地にグラニュー糖を焦がしてキャラメル状にしたものを混ぜ込んでいるとのこと
でしたが、それとはまた違うナッツの様な⾹ばしさも感じます。
⼝に⼊れると、さっくりとした表⾯の⾷感と中のむぎゅっとした⾷感があり、そのコントラストが病みつ
きになります。特徴的な⾷感はこの商品の売りではないかと思います。

味につきましては、アーモンドの⾵味が⼝の中に広がったのが印象的でした。材料に「アーモンドプー
ドル」と記載されていましたが、⽣地の⾹りづけ程度ぐらいだろうと思っていたのですが、しっかりと味
の構成の⼀部として存在していたのは⾯⽩いと感じました。アーモンドプードルを使⽤した焼き菓⼦とい
えばフィナンシェを思い出すのですが、フィナンシェが好きな⽅にはサクサクむぎゅむぎゅの⾷感と共に
すごく刺さりやすい味わいではありますが、バウムクーヘンのカスタードのような卵の⾵味を感じたい⽅
は違和感をも持たれる⽅もいらっしゃるのではないかと思います。私個⼈の意⾒では、⾷感といい⾵味と
いい好みのほうでしたので、最後まで美味しくいただくことが出来ました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

少し⽢さは残るものの、もっちりとした⾷感が忘れられず、つ
い⼀⼝⾷べてしまう味

地域や気候関係なく、万⼈に好かれる味わい

昨今のバウムクーヘンブームに⼀⽯を投じるような特徴のある
⽣地の⾷感と⾵味

素材にこだわっていて、添加物など気になる⽅でも安⼼して⾷
することが出来る

五味 評点

酸味 1

苦味 3

うま味 5

⽢味 4

塩味 2

広義の味 評点
懐かしい味 4

ほっこりする味 5

なじみのある味 4

病みつきになる味 4

親しみある味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 4

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

星型の形状や焼き加減など、⼿作り感があり、購買意欲をそそります。
予想以上に⾹ばしさがあって驚きましたが、カラメルソースが⼊っていると書かれていたので納得しました。
ソフトバウムと明確に対⽐されていて良いと思います。形が均⼀でなく、硬さと柔らかさの⾷感のコントラ
ストがあり、⾷べるのが楽しいです。
⾮常においしかったですが、強いて⾔えば、少し崩れやすい点があります。

お客様への対応や陳列棚へのPOPなど、基本的な⼿法にしっかりと取り組んでいる点が素晴らしいと思いま
す。商品に関する広告としてSNSを利⽤していないとお聞きしましたが、最近では検索を通じて知って購⼊
するパターンが増えているため、専任スタッフの設置などぜひご検討されてはいかがでしょうか。またSNS
での広告でバウムクーヘンの製造過程を撮影した動画があれば、より認知度が向上すると思われます。

ハーベストの丘を選ぶ理由が明確ではない点があります。同じ価格のソフトバームと⽐べて、企業の努⼒が
伺えます。競合との差別化が課題であり、ハーベストの丘ならではのハーメイドやギフト戦略が重要になる
でしょう。例えばソフトとハードの組み合わせが興味深いと感じたので、ソフトとハードのハーフサイズ
セットがあれば、⼈気が出るのではないかと思います。セット販売があればお得感や独⾃性を感じて、購⼊
者が増えると考えられます。

ネーミングのハーメイドは、ハーベストの丘のオリジナル商品であり、お⼟産として最適です。
遠⽅からお越しのお客様やギフト⽤に持ち運びしやすい設計になっている点は良いと思います。
「ハード」という表現では⾷感が異なるように感じました。「さっくりもっちり」というサブタイトルを強
調するのはどうでしょうか。ハードバウムの美味しさをパッケージなどで全く伝えられていないのが気にな
ります。私⾃⾝は、サクサクしていてもっちりとした美味しさを感じたので、その情報がパッケージにない
のは⾮常にもったいないと感じます。

ハーベストの丘＝⾃然あふれる公園のイメージどおりのナチュラル志向でこだわりのある商品だと思いまし
た。ただ、ハーベストの丘を知らない⼈がギフトを受け取っても、商品の良さが伝わりづらいので、商品の
特徴が伝わるブランディングができれば良いとは思います。
またあえてクローズドマーケットを逆⼿にとって、公園を訪れないと⾷べれない、振り切った商品開発を進
めてはどうか。（USJなどテーマパークのような）

安全管理と品質管理、トレーサビリティがしっかりしている点に好印象を持ち安⼼感がありました。
HACCPに基づいた管理⽅法とのことですがHACCPは⾃主運⽤でなく、第三者認証にすると、より信頼度が
増すと思います。また保存料を使⽤せず、素材を⽣かした商品作りをされているのであれば、着⾊料や⾹料
を使⽤していないショートニングを使っての商品づくりを進めるなどもう⼀度素材の選定を考えてもとは思
いました。
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91%

89%

88%

92%

92%

91%

要因分布として、88％から92％の範囲に分布し、全
体的にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。
マネジメント・広報などの「マネジメント・ＰＲ要

因」ブランド⼒の「ブランディング要因」が92％、また
味や⾹りなど五感からなる商品全体の魅⼒を表す「内部
的要因」素材や安全管理などの「素材・安全性・その
他」が91％と、上記４要因に関し⼿この商品が持つそれ
ぞれの特徴やクオリティが⾼いことから⾼評価へと繋が
りました。

⼀⽅でネーミングやパッケージの「外部的要因」市
場・トレンドから構成される「市場要因」が88％とやや
低い評価にとどまりました。これに関しては、審査会で
も「ネーミングがストレートすぎる」「パッケージがや
やおとなしい」「他商品との差別化をもっとアピールす
れば」といった声がありました。商品⾃体の魅⼒は⼗分
にあるのでハーベストの丘特製！といった付加価値を⾼
めるような外⾒や販売⽅法を進めていけばより良い商品
になるのではないかと感じています。

ハーベストの丘は以前訪問したことがあり、のどかでのんびりとした園内の雰囲気がとてもよく、また
売店で売られている商品が美味しくてつい⾊々購⼊してしまった思い出があります。今回の「ハードバウ
ム」もそんな園内ののどかな雰囲気に合った素朴だけど実直でやさしい焼き菓⼦だと感じました。平飼い
のたまごと北海道のよつ葉バターとこだわりの素材を使⽤しじっくりと⼿作りで焼き上げたこのお菓⼦は
唯⼀無⼆の⾷感と味わいがあると思います。アーモンドプードルの⾹ばしい⾵味も他にはない味で同じく
園内で販売されている「ソフトバウム」との差別化がしっかりされていると感じました。ただ、パッケー
ジが双⽅とも同じデザインの⾊違いで少しわかりにくく、また「ハーベストの丘」のお⼟産品やこだわり
のある素材、ソフトのほどけるような柔らかい⾷感とハードのサックリむぎゅな⾷感の違いのアピールが
パッケージから感じることが出来なかったのが残念でした。商品⾃体は内部的要因で91％と⾼く、様々な
⼈々に⽀持される愛される魅⼒のあるお菓⼦だと思います。実際に⾷してみて、他にはないアーモンド
プードルの⾵味が効いた⽢さもあるけど⾹ばしい味わいと表⾯はさっくり、中はもっちりむぎゅっとした
特徴的な⾷感で病みつきになった⾝としてはもっとアピールが欲しいと感じてしまいます。

またSNSで販売される商品に関しての投稿があまり⾒受けられないのも気になりました。審査会でもそ
の点を指摘される声は多数あり、昨今の商品の購買動機のきっかけの⼀つとしてSNSの投稿があるなど販
売に対しての影響⼒があると思います。かわいらしく愛らしい動物や四季を彩る園内のお花などのお写真
の中に⼿作りで焼かれるバウムクーヘンの動画などがあれば「え、何だろ？」とつい⾒てしまうのではな
いでしょうか。バウムクーヘンの製造過程など中々⾒る機会がないので投稿されれば⾯⽩いと思います。
最後に今回は出品いただきありがとうございます。この商品の更なる⾶躍と活躍を楽しみにしています。
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